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　本論では、神奈川県小田原市南町の旧横井夜雨（半三郎）別邸の実測調査に基づいて、主
屋に付属する茶室「廂庵」を中心とした記録と論考を行いたい。
　また、茶室「廂庵」の所有者である横井半三郎、それを手がけた数寄屋大工木村清兵衛に
ついても言及する。特に横井半三郎の、これまで明らかにされていなかった経歴について述
べておきたい。
　横井半三郎は、王子製紙の重役として社長であった藤原銀次郎（号：暁雲）を支えた。数
寄者でもあった藤原暁雲に導かれ、茶の湯に親しむようになる。暁雲を介し、茶の湯界の中
心人物であった益田孝（号：鈍翁）とも茶友となった。鈍翁が生涯最後に訪れたのは、横井
別邸の茶室「飯後庵」であったという。財界人として、本を書き、歌を詠み、茶会記や古陶
の研究家でもあり、茶道具をも手ずから作る多才な人物であった。小田原近代の三大茶人と
して、益田鈍翁、野崎幻庵、松永耳庵が有名であるが、4 人目の茶人は、横井夜雨であろう。
数寄者横井夜雨の茶室「廂庵」が、今日まで大切に使われてきた。
　このたび、ご親族のご好意によって、旧横井別邸を見学ならびに実測調査を行うことが
できた。現地訪問は、2014 年 3 月 14 日と 2015 年 5 月 1 日、実測調査は、2015 年 5 月 20
日に行った。メンバーは、筆者、白井洋平（共通教育部研究補助員）、玉井宏典（工学部建
築学科）、川島俊哲（同）である。（1）

　本調査で特筆すべきは、茶室「廂庵」の炉の小板裏に「数寄屋師　清兵衛」という焼印を
発見したことである。この焼印によって、「廂庵」が三代目木村清兵衛の手によるものであ
る可能性が高いことを明らかにしていきたい。 　
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　はじめに

　⒈　近代数寄者としての横井夜雨

1−1　王子製紙参与として
　横井半三郎（よこい　はんざぶろう）は、横井半兵衛の息子として、明治 16 年（1883）
に愛知県名古屋市で生まれた。（2） 東京商科大学卒業後、三井物産に入社。王子製紙立て直し
のため、「製紙王」として名を残す藤原銀次郎（号：暁雲　1869 〜 1960）（3）社長の片腕と
して活躍。のち参与となる。小田原藩士を先祖に持つ別府鎮（べっぷ　しづ）と結婚後、大
連に移住、姉妹を授かり、大正 10 年（1921）帰国。大正 15 年（1926）1 月 26 日より材
木関連の調査のためロシアに赴き、モスクワに滞在。その後、ヴォルガを下ってカフカス地
方を巡り、さらに北欧、ドイツの黒森林を視察している。その際にモスクワ、カフカス地方
を 20 日間かけて巡った旅を記した『ヴォルガ及カフカス遊記　一九二六年』（4）を出版。また、
この 1 年と半年余の外遊を『ろしや歌日記』（1928）（5）や『露西亜の輪廓』（1928）（6）にも記
録している。財界人としてスターリン体制のロシアに滞在し、当時の様子をつぶさに観察し
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て書かれたこれらの本は、大変貴重な資料といえる。昭和 2 年（1927）7 月 8 日に帰国。同年、
樺太に山林会社「日露木材株式会社」（7） が設立され、王子製紙側の取締役として就任。
　帰国後は、ロシア文学者の米川正夫（8）とも交流があった。この縁で、昭和 4 年（1929）
に来日したロシアの文豪トルストイの娘アレクサンドラ・トルスタヤ（愛称サーシャ）も何
度か小田原の横井別邸を訪れている。サーシャは、横井別邸の「木造家屋の完成を祝う茶会」
に招待されている。（9） おそらく夜雨荘の移築完成披露の茶会であろう。（10）

　夜雨は、藤原社長の信任厚く、昭和 5 年（1930）には、朝鮮（当時）に設立された北鮮
製紙化学工業専務となる。（11）夜雨は、数寄者でもあった藤原社長に導かれ茶の湯を嗜むよう
になる。特に、三井財閥の総帥であった益田孝（号：鈍翁　1848 〜 1938）の影響が大きかっ
た。鈍翁の掃雲台や夜雨荘で茶の湯を楽しんだ。そうした縁で、実業家であり茶人でもあっ
た夜雨は、石州流慈光院再興や總持寺倚松庵建築のためにも尽力した。第二次世界大戦末期
に癌を患い 2 年の闘病生活の末、昭和 20 年（1945）に亡くなった。

図 1　横井半三郎肖像　個人蔵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　 図 2「夜雨荘」　個人蔵

1−2　数寄者として
　横井夜雨が茶の湯を嗜むようになったのは、藤原暁雲の導きである。そして、暁雲は自ら
の「お茶の先生」であり「商売の大先生」（12）でもあった三井財閥の総裁として、また数寄
者としても名高い益田鈍翁と夜雨をひきあわせ、二人の交流が始まった。夜雨は、鈍翁が小
田原に築いた大邸宅「掃雲台（そううんだい）」（13）をよく訪ねることとなる。その様子は、『夜
雨荘雑記　昭和 7 年』（14）にも記されている。

観涛荘に憩ひて　　すがしさは岩井の清水むすびあげて心を洗ふ松の下庵　　　　　　
　また、鈍翁も夜雨荘茶室「飯後庵」でしばしばお茶を楽しんだ。昭和 7 年（1932）夜雨、
数えの 50 歳には、鈍翁から法衣を贈られ、飯後庵にて旦坐喫茶したことも記されている。（15）

　鈍翁は、品川御殿山に大邸宅「碧雲台」、箱根に茶室群「高水庵（後の白雲洞茶苑）」、そ
して小田原に大邸宅「掃雲台」を所有していた。生前に「高水庵」は原三渓に贈られ、亡く
なった後に「掃雲台」の管理を横井夜雨が任された。また、夜雨は畏敬の念をもって『大茶

横井半三郎　明治 16 年（1883）〜昭和 20 年（1945）号：夜雨（やう）、飯後庵（はんごあん）
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人　益田鈍翁』（1939）（16）の編纂にも携わった。親子ほども年の離れた二人であったが、鈍
翁の夜雨への信頼の厚さを伺い知ることができる。
　帝室技芸員で茶人でもあった工芸家仰木政斎（本名：政吉　1879 〜 1959）とも親しく、
政斎作の棚、盆、茶器（棗）などを愛用していた。（17）政斎は、数寄者でもあった建築家仰木
魯堂（本名：敬一郎　1863 〜 1941）の実弟で、松永耳庵が茶人としても頼りにしていた人
物である。（18）夜雨は、政斎ともよく茶席を共にし、政斎は『雲中庵茶会記』で「夜雨老こそ
真の侘茶人」（19）と書き記している。
　陶芸家大野鈍阿が寄進発願し、高橋箒庵の監督で仰木魯堂が普請方をつとめた鶴見總持寺
の茶室「倚松庵（いしょうあん）」の寄進にも後援者代表の一人として、夜雨は尽力している。（20）

昭和 11 年（1936）11 月 3 日には、倚松庵の席披きが行われ、席主は仰木魯堂、夜雨も招
待されている。（21）夜雨と数寄者たちの交流については、稿をあらためて論じたいと思う。
　名だたる数寄者たちとの交流に加え、画家黒田清輝、彫刻家朝倉文夫といった芸術家とも
深いつながりがあった。歌舞伎もよく鑑賞し、長唄を吟じていた。古今の 陶磁器にも詳しく、
茶碗や花器なども自ら作っており、鈍翁が支援していた鈍阿の釜でも焼いていた。また、川
喜田半泥子（陶芸）、加藤唐九郎（陶芸）、第十二代宮崎寒雉（釜師）初代池田瓢阿（竹芸）
といった才能あふれる若い作家たちを支援していた。
　夜雨は、歌人としても数寄者のあいだで一目おかれていた。『ろしや歌日記』（22）では、滞
在したモスクワの夜の情景を次のように詠んでいる。

モスクワの夜のまちの灯の高く低く七重に八重にうつくしき哉　　　 
　『夜雨荘雑記　昭和七年』（23）では、益田鈍翁ら数寄者たちとの交流を詠んでいる。茶席に
おいてもみなが感心するような歌を口吟さんでいる。（24） 戦争末期に病床で詠まれた歌を集
めた『病床歌集』（25）が 没後に編まれ、鈍翁を介して茶友となった松永安左エ門（号：耳庵 
1875 〜 1971）が序文「追憶」で夜雨との思い出を書き綴っている。

1−3　文筆家として
　夜雨は、歌集のほかにもいくつかの著書を出版している。王子製紙のパンフレット『素人
の見た北欧の林業』（1928）（26）は、序文を藤原銀次郎、北海道・樺太での造林事業の重要性
を説いた欧州林業視察記である。昭和 13 年（1938）には『臺子と珠光』（27）を出版。大本『評
注　津田宗及茶湯日記』（1937）（28）は、鈍翁が設立した津田宗及茶湯日記刊行後援會の代表
者として発行している。（29）

　著書『一亭二碑』（1928）（30）は、益田鈍翁のまえがきとともに、王子製紙社長藤原銀次郎
がスウエーデンに寄贈した茶室「瑞輝亭（ずいきてい）」、私費を投じて建立した「鎌倉右大
臣歌碑」「本邦駐剳初代米國公使館趾碑」について夜雨がまとめたものである。鈍翁と藤原
社長が夜雨に「一亭二碑」建立の経緯を 1 冊の本にまとめさせたのは、夜雨に大きな信頼
を寄せ、文筆家としての才をも認めていたからであろう。横井家には、藤原氏や藤原夫人か
らの書簡なども残されており、両家の深い絆が伺える。
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1−4　木村清兵衛について
　茶室「廂庵」を手がけたと思われる三代目木村清兵衛について、横井夜雨は二つの文章で
ふれている。　
　一つ目は、『夜雨荘雑記　昭和 9 年』の「花雲」（31）の項である。京都の数寄屋大工木村清
兵衛が昭和 8 年（1933）に上野公園で催された「萬國婦人子供博覧会」（32）のために茶室を
作った。これは、高橋箒庵（名：義雄　1861 〜 1937）が総監督し「花雲（かうん）」と銘じ、
益田鈍翁に書を頼んで扁額とした。のちに、この席が久邇宮邦彦王妃殿下に徴されて、渋谷
常盤松町の別邸内に移築され、鈍翁の扁額もそのまま掲げられた、と書かれている。さらに
木村清兵衛が重ねて花雲の二字を鈍翁に頼み、昭和 9 年（1934）の正月に揮毫したとのこ
とである。（33）

　二つ目は、松永安左エ門『茶道春秋』「鈍翁と茶の湯」（34）にある。松永耳庵が益田鈍翁に
ついて、鈍翁をよく知る夜雨に稿を求めた。夜雨は耳庵に手紙で答えた。その中で建築につ
いて「茶室は殆ど全部が克英両弟の設計で作事は木村清兵衛」と記している。夜雨は、箒庵
や鈍翁が頼みとしていた数寄屋大工の木村清兵衛を知っており、茶室の普請（あるいは移築）
を頼んだということも推測される。

　⒉　旧横井夜雨別邸の概要

　神奈川県小田原市南町に旧横井半三郎 ( 夜雨 ) の別邸がある。本邸は、東京市芝区（現東
京都港区）にあった。小田原の温暖な気候と風光明媚な地は、別荘地・保養地として注目さ
れ、明治後期から大正・昭和初期にかけて政財界の人々や文化人が別邸などを設けた。横井
半三郎もこの地に別邸を設け、家族とともに落ち着いた時間を過ごした。益田鈍翁をはじめ
とする数寄者たちと茶の湯を楽しんだのもこの地である。
　旧横井別邸は、主屋とそれに付属する茶室「廂庵」、敷地の西奥に位置する別棟「夜雨荘」
からなる。土地は、横井半三郎の妻である鎮の別府家が所有するものであった。主屋は、関
東大震災後に建てられ、昭和 11 年（1936）に新座敷などが増築されている。（図 3）茶室「廂
庵」は、この増築の際の図面には記載されていないので、昭和 11 年（1936）以降、この位
置に建てられたと推測される。これは、新築ではなく、移築の可能性もわずかながらにある
からである。
　別棟「夜雨荘」（35）は、昭和 4 年〜 5 年（1929 〜 1930）頃、横井氏が伊豆の山奥にあっ
た禰宜の住居を移築したものである。自らここを「夜雨荘」と名付け、横井氏の号はこれに
由来する。また、夜雨荘内の茶室を「飯後庵」と益田鈍翁が命名した。これに因んで横井氏
は「飯後庵」とも呼ばれた。飯後庵では、益田鈍翁や松永安左エ門らが茶の湯を楽しんだ。
鈍翁は、飯後庵をとても気に入って、最後に訪れたのもこの席であったという。（36）夜雨は
築庭にも力を注いだ。（37）早川の用水（小田原用水）を引き、夏には蛍が舞っていたという。
第二次世界大戦中にご息女夫妻（中村家）が疎開され、そのまま住まうこととなった。
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昭和 11 年（1936）増築のために作成された配置図。「従来本家」「増築」と記載がある。
敷地西端には「従来离れ」の記載があり、これが茶室「飯後庵」のあった「夜雨荘」である。

図 3「配置図　百分之一」昭和 11 年（1936）　松永記念館所蔵

図 4「別府家平面図 縮尺百分之一」昭和 11 年（1936）　松永記念館所蔵

当時の別府家平面図。図面には「従来」「増築」と記載されており、建築の経歴が分かる。
この平面図には、廂庵は描かれていない。
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3-1　名称について
　茶室の名称は、扁額（へんがく）によって確認されることが多い。扁額は、茶室の内外に
設置され、よく見られるのが妻壁に掲げられたものである。本茶室の場合、外部に扁額は確
認されておらず、室内に額装された書「廂庵」が掲げられていた。（38）揮毫したのは、臨済宗
僧侶の関精拙（号：峨麓、精拙元浄、青峨、峨翁　1877 〜 1945）である。関は、兵庫県浜
坂町（現新温泉町）に生まれ、京都の天龍寺山内慈済院より大正 11 年（1922）に天龍寺第
7 代管長に就任にした。この書には、「峨翁」とある。この雅号は、関が晩年に用いたもので、
この書は管長となった後に揮毫されたものと考えられる。
　天龍寺には、現在、「甘雨亭（かんうてい）」という四畳台目の茶室がある。これは、昭和
9 年（1934）に後醍醐天皇を安置する多宝殿を建立した際、同時にその記念として、天龍
寺第 7 代管長である関精拙が建立したものである。この甘雨亭と「廂庵」には何か関連が
あるのではないかと推察している。書「廂庵」がどのような経緯で揮毫されたのか、調査を
進めていきたいと思う。

3-2　今日庵写し
　「廂庵」は、裏千家茶室「今日庵」の写しであると考えられる。（39）本歌である「今日庵」は、
床なしの一畳台目（一畳より小さい道具畳と向板＋客の座る一畳、実質は二畳の広さ）向切
炉本勝手の茶室である。「廂庵」も一畳台目だが、道具畳と平行に客畳との間に中板（1 尺
4 寸≒ 42㎝）（40）が入れられている。この中板は、今日庵にはなく、廂庵における創意である。
この中板によって、一畳台目という極小空間にゆとりが与えられている。
　両庵とも片流れの屋根で、天井は総化粧屋根裏である。もっとも侘びきった表現と言える。
今日庵の出入り口は、茶道口、躙り口の 2 箇所だが、「廂庵」には貴人口が設けられている。
室内が明るくなり、空間にも広がりがもたらされる。この貴人口から腰掛け待合に出られる。
この腰掛け待合も廂庵の創意である。丸太を使って山間の侘びた風情が醸し出されている。
腰掛け待合の横には、雪隠も設けられていた。

図 5　廂庵内部 図 6　関峨翁書「廂庵」紙本墨書・額装　松永記念館

　⒊　茶室「廂庵」の分析
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　廂庵の中柱は、上部に袖壁を附し、下部は吹抜きとしている。今日庵は、中柱にそって下
まで袖壁がある。今日庵の中柱は、こぶしの直柱であるが、廂庵は曲柱（まがりばしら）で、
袖壁の下方でわずかに曲がっている。
　今日庵には、水屋洞庫が付属している。これは、水が流せる洞庫である。茶の点前が終わっ
ても水屋に立って行かなくともよい仕組みになっているのである。この特徴的な水屋洞庫も
廂庵に見られる。

図 7　廂庵　腰掛け待合（1996 年撮影） 図 8　廂庵　水屋洞庫

3-3　小板裏の焼印
　今回の実測調査で最も特筆すべきは、炉の小板（こいた）裏に「数寄屋師　清兵衛」とい
う焼印を確認できたことである。廂庵内部を実測していた玉井君、川島君が炉の小板をひっ
くり返して発見した。小板とは、炉縁と向板、あるいは畳寄せとの間に挟み込まれた小さな
板のことをいう。炉縁と向板の間に入れられる場合、材は、杉または松の柾目を使い、幅は
一寸八分が定法とされている。（41）この好例が今日庵と言われている。今日庵写しの廂庵の小
板も一寸八分である。小板自体の作りも非常に精巧で、手がけたのが木村清兵衛である可能
性が高くなった。（42）

図 9　炉と向板との間に小板が入っている 図 10　小板の裏に焼印 図 11　小板裏「数寄屋師　清兵衛」
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　図 12 が廂庵小板に押された焼印「数寄屋師　清兵衛」である。図 13、14 は、木村家で
保管されている焼鏝「数寄屋　清兵衛」である。このことから、焼印は二種類あると考えら
れる。
　廂庵の焼印と同種のものが他所で確認されている。1-4 で言及した三代目木村清兵衛が手
がけたとされる茶室「花雲亭」である。この花雲亭で使用されていた炉縁の側面に「数寄屋
師　清兵衛」の焼印が押されている。この二つは、同種と判断される。（43）これにしたがえば、
廂庵の焼印は、三代目木村清兵衛のものであろうと判断される。

　現在、壱岐にある花雲亭は、昭和 8（1933）年に造営されたとされており、同種の焼印が
押された廂庵もその前後に作られたと考えられる。廂庵は、昭和 11 年（1936）の建築申請
書にはなく、それ以降にこの地に建てられたのだが、昭和 11 年当時、夜雨は 53 歳、木村
清兵衛三代目は 65 歳、四代目は 36 歳である。三代目と四代目がともに手がけたという可
能性もある。この焼印は、その後、四代目も使用したかもしれない。現存する焼鏝は、焼印

「数寄屋師　清兵衛」ではなく「数寄屋　清兵衛」であり、上下に穴が開けられている。ま
た字体から、廂庵の焼印よりも前に作られたものではないかと推測される。初代や二代目が
この焼鏝を使っていた可能性も含め、今後、木村清兵衛が手がけたとされる茶室にこのよう
な焼印が残されているのか、さらに他の数寄屋大工の名が記された焼印の類例が存在するの
か、調査をすすめていきたいと思う。

3-4　移築の可能性について
　廂庵が昭和 11 年（1936）以降にこの位置に建てられたことは、第 2 章で述べたとおりで
ある。小板裏の焼き印によって三代目木村清兵衛が手がけた可能性も高いことが証明され
た。しかしながら、廂庵の成立に関する文献資料が未だ確認されていないため、これが新築
であるという確証は得られていない。つまり、別の場所に建てられたものが移築された可能
性も全くないわけではない。それでは、どこから移築されたのか。最も可能性が高いのは鈍
翁の掃雲台からである。25,000 坪の掃雲台には、庵名がわかっているものだけでも 16 棟あっ

図 12 廂庵「数寄屋師 清兵衛」 図13「数寄屋　清兵衛」木村家所蔵 図 14「数寄屋　清兵衛」　焼鏝　木村家所蔵
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た。そのうち、木村清兵衛が確かに手がけたものもある。資料からは今日庵写しの茶室は、
見つかっていない。ただ、鈍翁は茶会のたびに新しく茶室を建てていたという記録 （44）があり、
移築の可能性も現段階においては、完全には否定できない。
　ここでは、現状において、移築の可能性を示唆すると思われる 2 箇所について記録して
おきたい。
⑴　腰掛け待合に見られる開口部。
これは主屋の新座敷に接する壁に設けられたものである。新座敷から見ると床脇の障子の裏
に当たる。新座敷の採光や通風のためとも思われるが、おさまりがあまり良くない。開口部
の木製扉は、開閉の不自由さなどから鑑みて後付けではないかと推測される。

⑵　腰掛け待合の柱

図 15　廂庵の腰掛け待合に接する新座敷 　　図 16　廂庵　腰掛け待合　開口部

図 17  廂庵　腰掛け待合

丸太柱の下面に、自然石の根石（礎石）に垂直
に載せるため、根石の形状に合わせてひかりつ
け加工をしている跡がある。これは、通常根石
に刺さって見えない部分である。現状では、延
段（のべだん）に載せられこの部分が見えてい
る。この延段も 3-2 図 7 には見られず、断面の
形状からも他所からの移設ではないかと考えら
れる。

　茶室「廂庵」を手がけたのは、三代目の木村清兵衛（名：芳次郎　1871 ～ 1955）である
可能性が高い。木村清兵衛は、江戸末期から昭和までの四代にわたる数寄屋大工である。　　
　初代は、京都を本拠地として活躍した留次郎（～ 1864）。裏千家十一世家元玄々斎に認め
られ、数寄屋大工の棟梁として、天保 9 年（1838）利休堂の再興を任され、その後も茶室
や表門を手がけた。その子息である二代目幸次郎（1845 ～ 1915）も裏千家出入りの棟梁と
して認められ、さらに東京へも進出することとなった。そのきっかけとなったのは、明治

　⒋　数寄屋師　木村清兵衛
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20 年（1887）奈良東大寺の四聖房にあった茶室「八窓庵」を東京鳥居坂の井上馨邸への移
築である。数寄者であった井上馨（号：世外　1835 〜 1915）を通じて関東の数寄者との交
流が始まった。三代目芳次郎は、二代目とともに明治の東京で活動することとなる。また、
大正、昭和は四代目喜三郎（1900 ～ 1970）とともにさまざまな仕事を請け負っていった。
　なかでも、三代目木村清兵衛は、東京における数寄者の中心的な存在であった二人の数寄
者から信頼を寄せられ、多くの茶室を手がけている。
　その一人が益田鈍翁である。明治 33 年（1900）に鈍翁の品川の大邸宅御殿山碧雲台の茶
室「幽月亭」を手がけ、その後、掃雲台の茶室群を次々と完成させていった。
　もう一人は、高橋箒庵である。『昭和茶道記』（45）には「数寄屋大工木村清兵衛」という記
述が散見される。箒庵は、三井を退職したのち、近代数寄者としてさまざまな活動を行い、
茶室も多く手がけた。自ら創案し、総合的な監督もしたのだが、実際の設計および普請は、
数寄屋建築家や大工に任せた。特に、仰木魯堂と三代目木村清兵衛に任せることが多かった。
清兵衛に任せた仕事の中で最も重要なのが「栂尾高山寺遺香庵」である。遺香庵は、栂尾高
山寺に明恵上人 700 年遠忌に際し、昭和 6 年 (1931) に建立されたものである。明恵上人の
茶恩に酬い、その遺香を後世に伝えることを主旨として、高橋箒庵ら全国の茶道家 103 人
の篤志によって完成した。このような大変重要な事業を「庵室は京都の数寄屋大工木村清兵
衛、露地は同地の植木職植治事小川治兵衛」（46）に依頼した。
　夜雨は、これまで述べてきたように鈍翁、箒庵ともに交流があり、彼らが重用した数寄屋
大工木村清兵衛に茶室を依頼する事は、自然なはこびと思われる。

　おわりに　

　本稿では、廂庵の調査を中心として、その建て主である数寄者横井夜雨、さらにそれを普
請した数寄屋大工木村清兵衛について言及した。まず、廂庵の存在を記すことが先決である
と考え、それぞれについては、今後さらなる調査と論考を進めていきたい。
　廂庵との関わりは、2014 年 3 月 14 日に旧横井別邸夜雨荘での茶事にお招きいただいた
ことから始まった。その後、ご親族のご厚意によって廂庵見学、実測調査の機会を得て、旧
横井家に所蔵されていた貴重な資料とともに本稿をまとめることができた。
　「横井夜雨」「夜雨荘」「飯後庵」という名は、茶の湯に関するさまざまな文献に見られるが、
これまで経歴や茶人としてのまとまった記録がなかった。今回は、横井半三郎（夜雨）の著書、
松永記念館所蔵の旧横井家資料を中心としてまとめた。今後は、畠山記念館に寄贈された資
料もあわせて、数寄者横井夜雨の全貌を明らかにしていきたい。廂庵、数寄屋大工木村清兵
衛についても文化史的な視点から捉え直し、新たな論考の展開をさせていければと思う。
　また、旧横井家資料より新たな事実が確認され、筆者がこれまで行ってきた建築家仰木魯
堂、工芸家仰木政斎についての研究も進展させことができる。たとえば、高橋箒庵は、構想
した茶室を建てるさいに、二人の人物に普請を任せることが多かった。三代目木村清兵衛と
仰木魯堂である。清兵衛と魯堂を比較することによって、近代茶室の成り立ちや特質がさら
に明確となるであろう。
　茶室の存在意義は、茶の湯によって認められる。茶の湯という日本伝統文化の継承のため
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には、茶室が必要不可欠な存在なのである。建築の歴史的評価は、その時代背景とともに重
層的になされることが肝要である。それゆえ、茶室とそれをとりまく建築の研究も、政治、
経済、文化を含む社会史の中で進めていくことでその存在価値が見出されるであろう。
　廂庵は、近代数寄者の茶の湯の場であり、今日まで継承されてきた。裏千家お出入りの数
寄屋大工木村清兵衛が「今日庵」を正確に写しながらも、そこにいくつかの創意を加えて作っ
た唯一無二の茶室である。　
　もう一度、この廂庵の炉に火がはいる日がくることを願いながら本稿を終えたいと思う。

謝辞　このたびは、たくさんの方にお世話になりました。廂庵の調査をこころよくお許
しくださった横井夜雨のご令孫斎藤和子様、廂庵訪問の機会をくださった梶岡理恵様、
直井陽子氏の論文をご紹介いただいた松本康隆様、木村清兵衛についての貴重なご教示
をたまわった竹中道具館中村琢巳様、木村清兵衛の資料を拝見させていただいた木村家
のみなさま、旧横井家資料の閲覧時にお世話になりました松永記念館中村暢子様に記し
て心より御礼申し上げます。
　茶室や茶人、数寄者についての先行研究は膨大で、本稿には不十分な点が多々あるこ
とをお許しいただき、今後もさまざまな角度からご教示願えればと思っています。
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『大茶人　益田鈍翁』　鈴木伸樹編　學藝書院　1939 年
旧横井家所蔵の茶道具類には、仰木政斎作の棚、盆、茶器、菓子器などがある。仰木
魯堂作の掛け軸などとともに、筆者研究室で数点お預かりしているため、稿を改めて
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「鶴見總持寺倚松庵開席」前掲書『昭和茶道記　二』　264 〜 267 頁　　横井半三郎
が鶴見總持寺茶席寄金申し込み事務所から受け取った「領収證　一金百円也　昭和 9
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「會記　昭和十一年十一月三日　於 鶴見總持寺倚松庵　主 仰木魯堂」　旧横井家資料　
岡山研究室所蔵　前掲書『昭和茶道記　二』　264 〜 265 頁に高橋箒庵が当日の道具
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前掲書『ろしや歌日記』　7 頁 1 行
前掲書『夜雨荘雑記　昭和七年』
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藤原銀次郎が書いている。
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横井半三郎『臺子と珠光』　安久社　1938 年　茶の湯の世界で秘伝のようになってい
た禅宗の寺で行われる臺子（台子）作法と茶人村田珠光とその後継者たちのことが書
かれている。

『評注　津田宗及茶湯日記』限定版 550 部　創元社　1937 年 8 月 10 日　評注者は、
松山米太郎（号：吟松庵　1870 〜 1942）。この大本は、鈍翁が発案し、夜雨が津田
宗及茶湯日記刊行後援會の代表者として発行している。堺の豪商にして織田信長の茶
頭であった茶人津田宗及の茶会記について、鈍翁と夜雨は、松山の講義を受けていた。
白崎秀雄『鈍翁・益田孝』　新潮社　1981 年　169 〜 170 頁
横井半三郎『一亭二碑』　横井半三郎　1928 年 2 月 26 日　「鎌倉右大臣歌碑」は、
鎌倉右大臣源実朝が 22 歳の時に詠んだとされる「箱根路をわが越えくれば伊豆の海
や沖の小島に波のよる見ゆ」を歌碑としたもので、昭和 8 年（1933）に建立された。

「右大臣実朝の歌碑」として日金山十国峠に現存する。「本邦駐剳初代米國公使館趾碑」
は、麻布山善福寺に居住したタウンゼント・ハリス公使を顕彰するために建立された
碑である。善福寺は、初代アメリカ合衆国公使館があった場所で、安政 6 年（1859）
〜文久 2 年（1862）に、タウンゼント・ハリス公使以下の館員を迎えた。この碑の
建立費を鈍翁と藤原氏が受け持った。
右図：写真は、向かつて右より米國大使グ
リウ閣下（ジョセフ・クラーク・グルー　
Joseph Clark Grew 1880-1965 昭 和 7 年

（1932）より駐日大使）、益田孝、藤原銀
次郎、ハーバート・ヒューストン氏（紐育
萬國博覧會代表）

「花雲」『夜雨荘雑記　昭和九年』「西京の數寄屋大工清兵衛茶席を構へて昭和甲酉櫻
花の節、東京上野山博覧會に出品す。高橋箒庵老之れを總督して花雲と銘じ、益田鈍
翁大人の書を乞いて扁す。」文中「昭和甲酉」は「昭和癸酉」の書き間違いであると
思われる。昭和癸酉は、昭和 8 年（1933）である。「花雲」は、水無瀬神宮燈心亭の
写しである。直井陽子『数寄屋師木村清兵衛歴代の事蹟について』京都工芸繊維大学
大学院工芸科研究科　平成 12 年度修士論文　平成 13 年 2 月 9 日　55 頁
昭和 8 年（1933）に上野公園で催された「萬國婦人子供博覧会」博覧会会場「竹之
台會場」の地図に二棟の「茶室」という表記がある。（川口仁志「万国婦人子供博覧
会についての考察」『松山大学論集』第 20 巻第 5 号 2008 年 12 月）この記述にした
がえば、現在、壱岐にある碧雲荘に立つ茶室「花雲亭」が博覧会に出品された「花雲」
の可能性があると見做される。壱岐の「花雲亭」は、昭和 8 年（1933）に久邇宮邦
彦王妃俔子殿下が、渋谷常盤松町の別邸内に新殿を造営した際に建てられたとされて
いる茶室を移築したものであるからだ。つまり、昭和 8 年（1933）に三代目木村清
兵衛が博覧会のために建てた茶室「花雲」は、博覧会終了後、博覧会総裁であった久
邇宮邦彦王俔子妃殿下に差し上げられ、昭和 17 年（1942）10 月に熊本利平に下賜
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された。熊本は、郷里である壱岐に移築し、翌年の昭和 18 年（1943）春に完成をみて、
今日にいたる。これについては、さらなる資料の精査を含め、考察していきたいと思
う。博覧会場のもう 1 棟の茶室についても詳細を明らかにしたい。
これを軸装したものが、木村家に所蔵されている。
松永安左エ門『松永安左エ門著作集　第 5 巻』　五月書房　1983 年 3 月 25 日　317
頁 8 行

「夜雨荘」は横井家を離れ、現所有者によっ
て大事に住まわれている。「夜雨荘」ならび
に茶室「飯後庵」については、実測調査をし、
稿をあらためて記す予定である。　　　　　
右図：益田鈍翁筆「飯後庵」松永記念館所蔵

鈍翁は、昭和 13 年（1938）12 月 18 日飯後庵を訪れた後に発病し、同月 28 日に没した。
横井半三郎『かきちらし帖　昭和 12 年—昭和 13 年』　　　　　　　　　　　　　　
松永記念館所蔵の資料より主屋についての興味深い資料が発見された。画用紙の表面
に主屋の平面図が鉛筆で描かれたものである。用水を引き込んで池を造っている様子
も描かれている。この裏面には、草庵風の建築のスケッチと ‘yamagata’ と筆記体で
5 回書かれている。夜雨が書いたものと仮定すると、‘yamagata’ とは「山縣有朋」の
ことであろうか。山縣有朋は、明治 40 年（1907）より小田原に 6000 坪を超える別
邸「古稀庵（こきあん）」を営んでいた。夜雨は、別邸の一つの理想として、古稀庵
を想定していたのかもしれない。
関峨翁書「廂庵」紙本墨書・額装（33.5㎝ ×2㎝ ×48㎝）松永記念館蔵　
横井半三郎のご息女中村恒子氏もインタビューで「この茶室は今日庵の写し」と答え
られている。
北尾春道『茶室建築』　鈴木書店　1941（昭和 16）年「第三節　中板」184 頁　材は
松が良いとされ、幅は 1 尺 4 寸から八寸まであり定法はないようである。
前掲書『茶室建築』「第三節　小板」186 頁　
木村清兵衛ではない大工による東京国立博物館内茶室春草盧、松永記念館老欅荘鎖の
間水屋の小板は、簡単な作りとなっている。

東京国立博物館　春草盧 松永記念館　老欅荘鎖の間水屋



−15−

(43)

(44)

(45)
(46)

中村琢巳「木村清兵衛と益田鈍翁による二席の燈心亭写し茶室　—諦聴寺「花雲」と
旧久邇宮邸「花雲亭」についてー」『建築史学』第 58 号　2012 年 3 月 80 頁　焼鏝
の存在は、中村琢巳氏にご教授いただいた。
前掲書『数寄屋師木村清兵衛歴代の事蹟について』「第 3 章数寄者の茶室」83 〜 94
頁に掃雲台「幽月亭」（1900 年）「太郎庵」（1908）「為楽庵」（1913）「心嚆亭」（1914）

「蝸殻庵」（1931）などについての詳細な記述がある。
前掲書『昭和茶道記　一、二』

「栂尾遺香庵」前掲書『昭和茶道記　一』　809 頁　4 〜 5 行　
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